




令和６年度
「専門職業人材の最新技能アップデートのための

専修学校リカレント教育推進事業」

キャリアアップを目指すプログラマーを対象とした
AI活用の知識・スキル獲得プログラム開発事業

10/10(木)研修受講後アンケート結果



（１）研修の要項

研修名 ：ソフトウェア開発等業務におけるAI活用に関する研修
日 時 ：10/10（木）10:30～16:30
場 所 ：【対面会場】KITEN 大会議室1/3(A) 

【オンライン】ZOOM
受講者 ：計23名（対面会場：13名、オンライン10名）

（２）研修の内容

①オリエンテーション
②生成AIの現況とソフトウェア開発現場での活用可能性
③生成AIとプログラマーの成果物の比較
④導入企業事例１〈ジョルダン株式会社〉
⑤導入企業事例２〈vizo株式会社〉
⑥ソフトウェア開発現場でのAI活用に関する今後の展望
⑦サマリーとアンケート
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（３）受講後アンケート

１．今回の研修を通して、今後の業務等に役立つ知識や技術を得ること
ができたと思いますか。
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（３）受講後アンケート

２．今回の講座において、意欲的に学習することができましたか。

4

      

     

   

     

         

    



（３）受講後アンケート

３．今回の研修の内容は全体として参考になりましたか。
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（３）受講後アンケート

４．「②生成AIの現況とソフトウェア開発現場での活用可能性【講
義】」は参考になりましたか。
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（３）受講後アンケート

５．「③生成AIとプログラマーの成果物の比較【講義】」は参考になり
ましたか。
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（３）受講後アンケート

６．「④導入企業事例１〈ジョルダン株式会社〉【講演＋意見交換】」
は参考になりましたか。
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（３）受講後アンケート

７．「⑤導入企業事例２〈vizo株式会社〉【講演＋意見交換】」は参考
になりましたか。
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（３）受講後アンケート

８．「⑥ソフトウェア開発現場でのAI活用に関する今後の展望【講義＋
意見交換】」は参考になりましたか。
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（３）受講後アンケート
９．今後、生成AIを活用してプログラミング業務の効率化と創造的な解
決策を実現するスキルを磨く研修を予定しています。このような研修に
関心はありますか。
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（３）受講後アンケート

１０．本日のご意見やご感想をご記入ください。

・システム開発を行う上で生成AIを活用している実例を聴くことができ、
業務での活用方法についてイメージを持つことができました。
生成AIの懸念点として、個人情報についてもローカルLLMの構築する
ことなどの新たな知見も得ることができ、有意義な研修を受講できた
と考えております。

・通話品質（エコーが発生）があまり良くなかったので、オンライン参
加者はヘッドセット必須の方が良いかと思います。
もしくは、小部屋で参加するなどの対策が必要かと思います。
ディスカッションは、テーマに沿った方がやり易いと思いました。

・具体的な使い方の事例がわかってよかった

・プログラミングに関する生成AIの活用について、様々な視点の意見が
聞けて良かったです。
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（３）受講後アンケート

１０．本日のご意見やご感想をご記入ください。

・貴重なお時間ありがとうございました。様々な企業様の事例や意見が
聞けて、大変参考になりました。チャレンジ出来そうな部分からチー
ム内・企業内で試せればと考えております。

・今日は講師の方の講義はもちろんですが、色々な参加者の皆様の活用
事例や考えを聞くことができて大変有意義でした。生成AI活用のイ
メージも湧きましたので、今後の業務に生かしたいと思います。貴重
な機会をありがとうございました！

・本研修を通して、ソースコードを含めた成果物に対する著作権がどの
様な契約なのか、改めての振り返りが必要と感じました。
また、発注側とどの様な契約を結ぶことで、権利を侵害せずに、
OepnAIやCopilot、CodeRabiitなどの生成AIを活用した開発を行うこと
が出来るのかを検討する必要があると感じました。
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（３）受講後アンケート

１０．本日のご意見やご感想をご記入ください。

・生成AIの活用について幅が広がったと感じました。初めて見るプログ
ラムを生成AIを通すことで理解するスピードがはやくなると思いまし
た。

・生成AIをどのように活用し、業務効率をあげていくか、今後の課題で
あり、とても参考になりました。プログラミングのコード生成で効率
をあげることや、ドキュメント生成などいろいろと検討していきたい
と思います。

・様々な企業の方のAIへの取り組みの話が聞けて参考になった。自社の
取り組みも現状を社内で共有して利用推進していきたい。

・本日はありがとうございました。
業務効率等の良い面や、情報漏えい、教育と様々な面において、今後
AIとどのように共存にしていくのか、すぐにでも考えていこうと思い
ました。
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（３）受講後アンケート

１０．本日のご意見やご感想をご記入ください。

・私自身がChatGPTを使って、プライベートの内容や、業務に活用して
いるということもあり、講演の内容と自分の経験を照らし合わせなが
ら参加することができ、とても意義のあるお話を聞くことができまし
た。

・生成AIについてまとめていただき、すっきりと理解できました。

・研修内容は素晴らしい内容だと思います。
ただ、研修内容に対して受講者のレベルを明確にして募集をしたほう
がよいと感じました。
今回、新しい内容を学べる機会として考えておりましたが、すでに見
聞きしている情報が多いと感じました。
研修内容にあったレベルの受講者が参加できるようにできれば、より
良い研修になると感じました。

15



（３）受講後アンケート

１０．本日のご意見やご感想をご記入ください。

・これまでに生成AIに関わる機会があまりなかったが、とても身近に感
じることができ、早速スモールスタートで、利用したいと感じた。生
成AIがここまで早いスピードで進化すると、採用の面でも、求められ
るスキルもまた変わってくるのだろうと思います。

・いずれの講座も参考になりました。また、他の参加者様がどのような
課題を抱えているのか、どのようにAIを活用しているのかを知れてよ
かったです。

・生成AIを利用したコーディングは実際の開発で利用したことがないた
め、実際に利用されているほかの企業のお話を聞けてとても参考にな
りました。
本日の研修の内容で学んだことを今後に活用していければと思います。

・生成AIでどういった事が出来るのかを知る事が出来ました。プロンプ
トをどう入力するのか、学びが必要だと感じました。
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（３）受講後アンケート

１０．本日のご意見やご感想をご記入ください。

・個人での生成AI利用は文章作成や文書添削、調査などの利用となって
いましたが、プロンプトの入力内容が大事であることも改めて知るこ
とができ、良い機会となった。また開発部分での利用で業務効率化で
きないかの部分ではチャレンジしてみたいところがあった。

・研修に参加させていただき、ありがとうございました。

・他社様のAI導入に伴うリスクや展望を聞くことができたのでとても良
かった。

・ホー社長の講話は、具体性がありとても良かった。
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（３）受講後アンケート

１１．ご自身はプログラミングの業務に従事していますか。
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（３）受講後アンケート

１２．プログラミングやAIに関連する内容で、さらに学びたいことがあ
りましたらご記入ください。

・生成AIの構築やあらゆる場面での活用方法についてしりたい。

・DB設計、ドキュメント生成などの詳細

・実際のプロジェクトにおいて、AIを組み込んだ開発の事例をもとに自
社への取り組みを進めていきたい。

・GitHub Copilotなどの具体的な活用法

・Pythonを使ったデータ分析方法

・プロンプトの作成方法やかつようについて、具体的に知りたい。

・ローカルLLMの学習方法について、知りたい
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（３）受講後アンケート

１２．プログラミングやAIに関連する内容で、さらに学びたいことがあ
りましたらご記入ください。

・AIを使い、技術者の教育、育成を効率的に行う方法
まずは無料で試せる物があれば、生成AIを体験する所から始めてみた
いです。

・GitHub Copilotを活用したプログラミングの方法が知りたい。
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